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1.1.1.1.1. 背背背背背景景景景景ととととと目目目目目的的的的的
医療現場のＩＴ化の流れは急速である。歯科分野でも
エックス線画像や各種検査のデジタル化、電子カルテ
の普及とともに伸張を続けており、ユニットにはパソコ
ンとモニタを装備するケースが増えている。パソコン操
作のインターフェースはマウスやキーボードが大半で
ある。BornDigital（紙記録からの転記ではなく最初
からデジタル入力）で効率化を目指した方法の一つ
に、術者が発声する言語をコンピュータシステムが認
識して入力する音声認識システムがある。医科では
エックス線画像の読影やカルテコメントの入力に使わ
れている。歯科では治療、検査中に手が器具で塞が
れている時の入力操作に有効である。特に歯周病の
検査においては両手で器具を持ち、一度の検査で
300を越える数のデータ入力を行う。手指、器具が患
者の唾液、血液で汚染されており、マウス、キーボー
ド、もしくはペンを持つことによる院内交叉感染が考え
られる。また検査記録に専用記録者が必要であり、若
い労働力の減少傾向を鑑み一人で検査と記録ができ
ることが要求されている。これらの問題の解決手段と
して1999年に歯周検査専用ソフトウエアに歯科専用
語彙を持つ音声認識エンジンを組込んだ歯周検査シ
ステムを開発した。その後、改良を重ねており、その有
効性について報告する

2.2.2.2.2. シシシシシススススステテテテテムムムムム構構構構構成成成成成ととととと評評評評評価価価価価方方方方方法法法法法
システム構成は ①パーソナルコンピュータ ②音
声認識エンジンを実装した歯周検査ソフト ③ヘッド
セットマイクを主構成とする。普及を考え②を除き市販
製品で構成した。
音声認識エンジンには単語、単音に対応するコマンド
コントロール用と、文章に対応するデクテーション用が
あり、歯周検査においては前者を採用した。音声認識
エンジンに対する要求品質として、認識率、反応性、
耐ノイズ、エンロール不要の不特定話者対応として
た。検査項目別に歯科専用辞書を作成した。数世代に
わたる改良を重ね、現在に至った。
①衛生面 ②効率（時間、人） ③データの品質 ④
検査結果の説明 ⑤データの２次利用、という要素で
評価した。

3.3.3.3.3. 結結結結結果果果果果

3.3.3.3.3.11111 衛衛衛衛衛生生生生生
歯科は検査者が被検査者の口腔に触れた手で他の
ものに触れる院内交叉感染の危険性が多々ある。一
人で検査表に手書きをするケースが筆記用具と検査
票の汚染が顕著である。音声認識を用いると口腔に
触れた手指でペンや検査表に触れることがほぼ無く
なり、一人での検査でも大幅に交叉感染防止に有効
であることが確認できた。

3.3.3.3.3.22222 効効効効効率率率率率
検査に要する時間で評価した。手馴れたものが２人行
えば当然早いが音声認識を用いてIT化して一人で
行ったケースと比較した。
2003年鶴見大学保存科の研究を掲載させていただ
く。①音声認識システムを使っての一人検査。②手書
きによる一人検査。③手書き記録者との二人検査を
行った結果、所要時間では③＜①＜②であり、一人検
査においては手書きより短時間で行える。ばらつきは
検査者の歯周検査自体の熟練度と音声認識率の違
いと考えられる。③により近くなれば、検査後の説明も
含めたメリットは大きい。

図1 計測時間比較

3.3.3.3.3.33333 デーデーデーデーデータタタタタののののの品品品品品質質質質質
人が介在することでエラーが発生する（ヒューマンエ
ラー）。また、一人でマウス、キーボードやペンで入力す
ると目線が検査部位とキーボード間の移動を繰り返し
てストレスとエラーが生じる場合がある。日本歯周病
学会専門医申請用歯周検査ソフトの開発時に作成時
間と併せてミス件数を測定したが注意して行っても記
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録 や キー 入 力 に ミ ス が 発 生 し た。 音 声 認 識 で
BornDigital化すればミスの低減にもつながる。

図2 手書きによるミス率

図3 ミス率低減と作業時間

3.3.3.3.3.44444 検検検検検査査査査査結結結結結果果果果果ののののの説説説説説明明明明明
検査後に結果を被検査者に説明するが、手書きであ
るとPCRやPD,BOP率は電卓でも時間がかかる。音
声認識機能のあるソフトウエアであればリアルタイム
で計算、分析され、且つ、わかりやすいチャート表示も

可能である。過去データの比較や長期間での推移、プ
リントアウト等IT化のメリットは大きい。
実際に臨床で音声認識を使用している医院のデータ
であるが、検査時間と分析にかかる時間が手書きに比
べて削減されるのでその分処置や説明に時間をかけ
ることができている。

図4 音声入力システム導入による作業時間の変化

3.3.3.3.3.55555 デーデーデーデーデータタタタタののののの２２２２２次次次次次活活活活活用用用用用
これは音声認識が持つＩＴ化のメリットであるが、アナ
ログと違って、分析、加工、情報の共有、再利用が可能
である。

図5 総合評価

4.4.4.4.4. 考考考考考察察察察察
各項目において操作者や環境により差はあるものの、
歯周検査において音声認識システムは総じて有効と
評価できる。ただし、検査環境や検査者の発声方法、
声質、音声マイクやパソコンのサウンドボードにより認
識率が変異するケースが散見された。現在、機能アッ
プしたバージョンを複数の研究機関でテストを進めて
おり後日、結果報告をしたい。
また、無影灯の点灯、消灯、マイクロモーターの回転
等、医療機器制御への音声認識機能の応用テストを
開始している。院内交叉感染の防止に有効と考えられ
るが、100％正確に認識できるわけではないので医療
機器の安全性を確保するために、最終的な実行には
フットペダルを踏むなどの確認手段が必要である。

5.5.5.5.5. まままままとととととめめめめめ
音声認識システムは使用環境を整備、選択することに
より、衛生面、効率、品質において効果があり、特に歯
周 検 査 に は 有 効 で あ り、 歯 科 検 査 に お け る
BornDigitalのための一方策であるといえる。
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